
































































































 

面談記録 

 

Ⅰ. カウンターパート 

（1）UP-ITTC 所長（Dr. Jaime Carlo：6 月 28 日（水）11:00‐12:00） 

・ IT 産業振興はフィリピン国家政策の重要課題で ITTC の存在意義は高い。今後 10 年間に IT 関

連産業人材が 100 万人、必要になるといわれている。UP を含む大学は産業界ニーズを意識した

コマーシャルな面での研修センター運営に弱く、その点で本プロジェクトは重要な「学習」機

会だと考えている。 

・ ソフトウェア開発とネットワークシステムのコースを立ち上げたが、後者の履修希望者が少な

めで、クラス規模のバランスを取ることが難しい。今後、エンベディッドを含めた 3 コースに

なっても 25 名ずつにうまく配分することに苦労しそうだ。 

・ 現在、ITTC のパートタイム講師として UP セブからも教員が来ている。UP セブでは ITTC 同様の

トレーニングを実施したいという希望を持っている。教室や教官の点で問題はないが、機材が

無い（日本が支援してくれるとありがたい）。 

・ 技術移転に関連して、日本人短期専門家による研修は効果があったが、フィリピン側のニーズ

に、よりあった内容の絞込みを行うことが望ましい。研修の効果（生徒数）を拡大するために、

ITTC のトレーナー（UP 教官を含む）だけでなく、受講生にもレクチャーしてもらうことも考え

たい。 

・ CP の日本研修では、日本側の IT 研修ニーズがどのような点にあり、どのような IT 研修を行っ

ているのか(行うべきか)、という点を理解する上で大変、役立った。日本研修は UP 教官が参加

しやすいタイミングで実施することが望ましい。 

・ ITTC スタッフの数については現状で十分、対応できると考えている。ITTC 専任講師は UP 助教

授以上の給与をもらっている（UP 教官が通常 15,000 ペソ/月程度なのに対して、22,000 ペソ/

月程度）。UP 規則の種々の制約条件があり、ITTC スタッフの雇用条件を大幅に改善することは

難しい。 

・ 日系企業を含めた IT 産業界へのマーケティング強化や日本語コースの強化の重要性について

は認識しているので今後、さらに努力していきたい。UP-ITTC の実態が見え始めたので今後、

寄付や奨学金も得やすくなると期待している。 

 

（2）UP-ITTC 専任講師 1（Ms. Antoinette R. Marcelo：6 月 29 日（木）13:00‐14:00） 

・ 2005 年 7 月から ITTC 専任講師、かつトレーニングチームのリーダーとして働いている。ITTC

内のコミュニケーションは良いが、定例会議を常に開催しているという状況ではない。 

・ 現在、ITTC 専任講師は 10 週間の四半期の内の約 3 週間分を教えている。1 週間は 1 日 6 時間、

5 日間で合計 30 時間、四半期合計で 90 時間となる。これを 4 名の専任講師でカバーするのは

きつく、専任講師がトレーニングを受ける余裕が無い。 

・ ITTC のフルタイムコース研修は、時間的にも内容的にもとても厳しいもので、今年の入学希望

者に対しては、オリエンテーション等でこの事実を積極的にアピールした結果、昨年よりも質

の高い入学者が確保できたと思う。 

・ 日本語研修のカリキュラムやコンテンツについて適切にサポートできる人材が ITTC 内部にお

らず、アテネオの先生に頼っていることは問題である。 



 

・ 機材の効果的な利用・維持・更新を担当する人材が必ずしも効率的に動いていないと感じてお

り、機材面での将来的な自立発展性を心配している。ITTC がより組織的、かつ高い自己規律を

持った仕組みにしていく必要がある。 

 

（3）UP-ITTC 専任講師 2（Ms. Roselyn Santos*：6 月 28 日（水）13:00‐14:00） 

・ 2004 年のプロジェクト開始後、最初の ITTC 専任講師として雇用された。カリキュラム開発を

ほぼ 1人で中心的に行い UP 教官との橋渡し役となってきた。 

・ 日本人短期専門家による研修（技術移転）はどれも大変、有効だった。ただし、3 回目（2006

年春）の研修ではエンベデッド・システムに係わる研修を行ってほしかった。 

・ 2005 年 11 月に本邦研修を他の 3 名と一緒に受けたが大変、役立つと同時に、帰国後に研修成

果について発表・報告を行い他の講師にもインパクトを与えたと考える。 

・ ITTC の存在意義や現在の業務については大変、満足している。ITTC 講師が UP の他の講座の講

師として呼ばれることもあり、IT ユースコングレスのように多くの参加者を集めるイベントも

あって、ITTC の名前は広がりつつある。 

・ ITTC の研修は「産業界ニーズに合う実践的な」ものであるべきだが、一方で、PhilNITS のカリ

キュラム、内容はどうしても理論（講義）中心にならざるを得ない。この矛盾の良い解決策は

無いと思うが、悩みの一つである。 

・ ITTC 専任講師は 4名だが、自己研修の時間が取りにくいのが実情で、本来はもう少し専任要員

の数が多いことが理想だ。また、カリキュラム開発に関連して担当の日本人長期専門家とのコ

ミュニケーション、協働はこれまで限定的で、この点ではもっと改善がされるべきである。 

 

（4）UP-ITTC 専任講師 3（Mr. Jonathan Robles*：6 月 28 日（水）15:00‐16:00） 

・ 2005 年 6 月に UP-ITTC 専任講師となり約 1年が経過した。それ以前は NEC テレコム（フォート

ボニファシオ）に約 4年、勤務し、同社の社内トレーニングにも係わった。AOTS 研修にも参加

したことがあり、UP-ITTC 講師（UP 教官を含む）の中で唯一の PhilNITS-FE の資格取得者であ

る。 

・ ITTC のフルタイムコースのカリキュラムやコンテンツは一定の整備が進み、内容もよいと思う

が、標準化が進んでいない。教材や指導方法の点で担当講師の裁量による属人的な部分が多い

ので、組織的に整備されたものにする必要がある。 

・ ITTC 受講生の PhilNITS 合格率が低いことは確かだが、PhilNITS の午後パートはプログラミン

グ経験に依存するので、いくらソフトウェアデザインのワークショップがあるとは言え、ITTC

受講生には厳しい側面がある。午前パートについては 50%以上の合格率を期待できるし、それ

を目指すべきだ。 

・ ITTC 受講生は、より高度な IT エンジニアを目指す若者が多く、コールセンターからの転職（キ

ャリア開発）組もいる。 

・ ネットワークシステム関連の機材は素晴らしく、ルーターの占有率など研修環境は抜群である。 

・ ITTC 専任講師の待遇は、半年契約の日給ベース（1 日 900 ペソ）で、福利厚生などのベネフィ

ットも無いので、魅力的とは言えない。民間企業と大学との中間的な業務内容、及び忙しさ、

という点に魅力はあるが、UP 修士課程の科目履修に関して補助金を出す等、小額でも良いので

ITTC に勤務することに対する何らかのインセンティブがほしい。Mr.Gabud や自分は UP の修士



 

課程の科目を履修している。 

 

（5）UP-ITTC 専任講師 4（Mr. Hilario B. Gabud*：6 月 29 日（木）14:00‐15:00） 

・ 2005 年 6 月から ITTC 専任講師として働いている。ITTC の組織や業務は少しずつ組織化されて

きている。 

・ 研修のカリキュラム、内容についてはカリキュラム・ワーキンググループで年に数回、議論し

ており、産業界と大学関係者がそれぞれの研修ニーズについて議論し、効果的だと感じている。 

・ フルタイムコースの第 1・2 四半期は PhilNITS のカリキュラムにほぼ準拠しており、改訂の必

要性や余地はあまり無い。一方、第 3・4 四半期については、より「実践的」にする必要がある

と考える。昨年は富士通、ADTX、ツキデン等からプロジェクトをもらって実施したが、これら

をより効果的・実践的に行う必要がある。 

・ 今年から 3 クラスの運用となるが、受講生間のレベル差がかなりあり、優秀な順でクラス編成

をするなどの工夫が必要だ。 

・ 日本人短期専門家による研修は役立っており、内容だけでなく、専門家が実施する研修そのも

のが、研修方法のあるべき姿として大変参考になる。 

・ 自分は UP 修士課程の科目も受講しており、その意味で UP-ITTC で仕事をするメリットはある。

しかし、待遇が良いとは言えず結婚して家族ができたら、収入面の問題からここで働き続ける

ことはできないだろう。 

 

（6）ITTC パートタイム講師（UP 教官）1（Prof. Ariel Betan*：6 月 28 日（水）13:00‐14:00） 

・ UP マニラ(ディリマンではない)の Information Management Service 所長をしているが、UP-ITTC

の講師として、また 1次 CP としてもプロジェクトに参加。UPSITF（財団）理事としても名前を

連ねている。 

・ UP-ITTC の名前は UP 全体と IT 産業界で知られ始めている。UP の学部の授業とは比較にならな

い、質・量ともに厳しいコースだと思う。昨年の受講生は「大きなショック」を受けたと思う。 

・ プロジェクトの 1次 CP として日本人短期専門家の研修を受けたが、内容、教材、研修方法等の

点で大変役立った。特に、研修の「実施面」という実践上の技術移転効果が高い。 

・ 現在の施設の制約からプロジェクトでは年間 100 名の受講生規模が最大だが、波及効果を高め

るためには今後、IT 講師の研修（トレーナーズ・トレーニング）等も検討する必要がある。そ

れによって財務的な自立発展性を確保していくことにもつながるのではないか。フィリピン国

内には 1,000 以上の IT 研修機関があると思うが、UP-ITTC が国内トップの IT 研修機関になる

べきで、現状でもそうだという点で、関係者の認識はだいたい一致していると思う。 

・ カリキュラムに PhilNITS の内容が効果的に組み込まれているが、PhilNITS そのものの認知度

を高めることと、UP-ITTC での PhilNITS 合格率を向上させることが、さらに UP-ITTC の認知度

と名声を高めることになる。ITTC の実施科目では毎回、学生による評価を実施している。 

・ 日本での研修に参加したが、各地を回って様々な研修機関の施設や研修方法を実際に見たこと

が大変役に立った。日本人短期専門家による研修内容としては今後、カリキュラム開発、ネッ

トワークシステム、エンベデッド・システムに係わる内容の研修を期待する。3～6 月が実施時

期としてベストだが、年間計画のような形で予め設定してもらえれば参加しやすくなる。 

 



 

（7）ITTC パートタイム講師（UP 教官）2（Prof. John P. Petines*：6 月 29 日（木）11:00‐12:00） 

・ UP ディリマン工学部のコンピュータ・サイエンス学科の教員と UP-ITTC 講師を兼務している。

プロジェクトの 1次 CP で、UPSITF（財団）理事としても名前を連ねている。 

・ 講義以外のフリーな時間があれば、UP にいるよりも UP-ITTC にいる時間の方が長い。一方で、

パートタイム講師としての UP 教官が ITTC でどのような位置付けにあり、何を期待されている

のかという点についてはっきり理解できていない。ITTC 内部の組織、役割分担がいまだに不明

瞭ということだ。日本人長期専門家とじっくり話をしたこともなく、パートタイム講師である

UP 教官と日本人専門家のコミュニケーション向上も必要だと思う。 

・ UP-ITTC のような IT 研修機関はフィリピン国内には無いと考える。そういう意味で大変、魅力

的な組織であり仕事だ。UP のブランドネームがあり、かつ極めて厳しいコースということで、

受講生には常々、プログラマー養成の研修でなく、ハイエンドの IT 技術者養成のコースだと言

っている。 

・ UP-ITTC 専任講師は現在の彼らの実力を考えると、望めば 2～3 倍の給与を得て民間企業で働く

ことも可能だろう。彼らをどのような形で引き止めるのか、あるいは頻繁な交代がやむをえな

いのかについて一定の考え方が必要だ。 

・ 週末に実施しているパートタイムコースは良いコースで受講ニーズはたくさんあると思う。し

かし、施設（教室スペース）の制約上、これ以上コースを増やすことは不可能に近い。 

 

（8）ITTC パートタイム講師 3（日本語担当、アテネオ大学教官）（Prof. Rodolfo R. Narciso*：6 月

29 日（木）10:00‐11:00） 

・ 2005 年第 2 四半期から、UP ディリマンの日本語教師に代わってアテネオ大学の日本語教師が

UP-ITTC の日本語研修を担当するようになった。 

・ UP-ITTC では、PC とインターネット環境が充実しており、効果的な日本語研修を実施できる。

パワーポイントによる講義・説明や、オンラインでの Eラーニング教材が使える。IT 機器を利

用した日本語教育のモデルに発展させることも可能だ。 

・ 使用教材である「みんなの日本語」（3 級レベル）は 2 冊 50 章に及ぶもので、これを 1 年間で

仕上げる必要がある。2005 年は第 2四半期までの消化率が悪く、最後に詰め込みとなってしま

ったために、日本語習得の効果が出なかった。2006 年はペース配分を改良して、JLPT3 級の合

格率向上を目指す。 

・ 現在、ITTC での研修に携わるアテネオ大学の先生の間で自主的に研修の進め方等について相談

している。ITTC 専任講師のマルセロさんや日本人長期専門家の支援、JOCV の支援もあるが、本

来的には ITTC 内部にフルタイムの日本語講師（調整役）が必要だ。アテネオ大学では 8クラス

200 人に対して日本語を教えているが、2名（日本人）のフルタイム講師（マネージャー）がい

る。一方、日本語講師はたくさんいるものの、質の高い日本語講師を継続雇用することが難し

い点も事実だ。 

 

（9）ITTC パートタイム講師 4（ビジネススキル担当、UP 経営学部教官）（Prof. Elvira A. Zamora*：6

月 28 日（水）14:00‐15:00） 

・ フルタイムコースの第 2四半期に品質管理（TQM）を、第 3四半期にプロジェクト・マネジメン

トを教えている。 



 

・ 自分は 1996 年に設立された産学連携の Technology Management Center でも教えているが、

UP-ITTC プロジェクトは単なる IT 技術だけでなくビジネススキルや日本語の研修があり、産業

界との連携があるという点で講師にとっても刺激的、魅力的なプログラムだ。カリキュラム・

ワーキンググループや産業連携ワーキンググループの会合にも出席している。 

・ ビジネススキルについては、TQM やプロジェクト・マネジメントだけでなく、会計や財務等の

科目もあるが、本来は「コミュニケーションスキル」等、幅広い科目を教える必要がある。現

在、ビジネススキルに係わる必要な科目設定はカロ所長のレベルで決めている。 

・ UP-ITTC の存在意義は重要で、プログラムも大変よくできている。昨年の受講生も意欲、質と

もに高く、良い受講生が集まっていると思う。 

 

 

（10）技術担当 ITTC スタッフ（Mr.Raul T. Baratang*：6 月 29 日（木）16:00‐17:00） 

・ 元来、UP のシステム関係の仕事をし、IT 企業にも勤めていたが、2005 年 4 月に ITTC に入った。

まずアドミ担当の責任者をやっていたが、その後、Villanueva 氏が来たので、現在は技術担当

のリーダーとして働いている。 

・ UP-ITTC の活動は軌道に乗りつつあるが、カリキュラム開発と講義方法に係わる技術移転や研

修がさらに必要だと感じている。 

・ 日本から供与された機材については高性能なものが多く、不具合もこれまでのところほとんど

発生していない。設置後 3年間はメーカー保証があるが、2008 年以降に機材の保守・更新とい

う課題が発生することになる。現時点で、2008 年以降の具体的な保守・更新計画は策定してい

ない。現在、機材リストのオンライン化を進めており、点検・保守・更新等の計画と実績を適

宜、反映していく考えである。 

・ 技術担当として現在、3名のスタッフがいるが、フルタイムコース受講生が 50～75 名の規模の

施設・機材を維持していくには十分な人数だと認識している。 

 

（11）総務担当 ITTC スタッフ（Mr.Nathaniel Villanueva*：6 月 29 日（木）15:00‐16:00） 

・ カロ所長の部下として以前から働いていた経験があり、本プロジェクトの事前調査協議にも参

加した。ITTC 開設後しばらくは別のプロジェクトに参加していたために不在だったが、現在は

ITTC 本体のアドミ・スタッフのリーダーである。自身は大学卒で他の 2名のアドミ・スタッフ

も学部卒である。 

・ 自分を含めタアドミ・スタッフは ITTC の日本語、プロジェクト・マネジメント、会計等の科目

に時々、出席している。また、小規模企業研修所（Institute of Small Scale Industries）の

ビジネス関連科目にも時々出席している。 

・ 毎年の予算計画や決算処理はしているが、中長期の予算計画は策定していない。今後、必要に

なる機材の更新に係わる見積もり、予算手配等もしていない。 

・ 広報については、ウェブサイトによる広報を積極的に行うとともに、月に 1 度は新聞記事が出

るように留意している。UP 構内や他大学の構内にポスターを張り出すこともしている。学生ア

ルバイトを効果的に利用して、ウェブサイトの設計・更新や、E メールの大量送付などを行っ

ている。 

・ ITTC スタッフは若い人間が多く、彼らがどの程度の長さにわたって継続的に ITTC で仕事をし



 

ていくかどうかについては判断しかねる。 

 

（12）総務担当 ITTC 財団スタッフ（Mr.Gary C. Garicia*：6 月 28 日（水）16:00‐17:00） 

・ UP システム IT 財団（UPSITF）は ITTC のパートタイムコースと特別セミナーの運営を中心に事

業を行っている。2006 年始めに財団組織として正式に認可された。 

・ ITTC 設立前から、実際にはパートタイムコースの運営を行っていた。パートタイムコースの平

均受講料は約 5,000 ペソで 10 名の受講生確保が損益分岐点である。しかし、たとえば年間 100

名のパートタイムコース受講生を集めたとしても 50 万ペソにしかならない。 

・ UPSITF、そして最終的には ITTC の収入源として最大のものは年に 1 回、開催する IT ユースコ

ングレスである。1名 500 ペソの参加費を徴収し、5,000 人の有料入場者を確保すれば 250 万ペ

ソとなる。昨年のケースでは寄付金等を含めて約 350 万ペソの収入があり、支出は 230 万ペソ、

純利益が 120 万ペソだった。また、約 1,000 人が ITTC 見学にやってきて、広報・宣伝活動とし

ても意義があった。 

・ UPSITF の事業計画・運営は実質的にカロ所長（UPSITF 理事長でもある）が行っており、自分は

その下で実務運営を行っている。 

 

（筆者所感） 

・ UP-ITTC の専任講師を含めたスタッフは多少のばらつきはあるものの全員、十分な意欲と責任

 感を有して業務をこなしている。パートタイム講師としての UP 教官を含めた UP 関係者のオー

 ナーシップは十分に高いといえる。一方、ITTC 専任スタッフは短期の雇用契約でフリンジベネ

 フィットも少ないために、長期的なコミットメントとモチベーションを高めることが難しい模

 様。ITTC の自立発展性確保の面からは ITTC 専任スタッフに対して魅力的な給与水準と待遇を

 用意することも必要であるが、それでも優秀な ITTC スタッフの転職リスクは高い。管理･運用

 面で一層の標準化･制度化を進めて熟練スタッフの交代による自立発展リスクの軽減を図る必

 要がある。技術移転はおおむね順調に進んでいるが、一部に有効性と効率性を高めるための工

 夫が必要と考えられる。ITTC の管理運営に関して一層の標準化、組織化を進めることが今後 2

 年間のプロジェクトにおける重要課題となろう。 

 

 

II. IT 産業界（日系企業） 
（1）ツキデン・ソフトウェア・フィリピン（Ms. Cecilia D. Anson*, Human Resources & Office Admin. 

Manager：6 月 30 日（金）11:00‐12:00） 

・ UP-ITTC の存在意義は高い。マニラ首都圏では唯一の高度な IT 研修機関だと認識している。IT

技術、ビジネススキル（規律）、日本語という 3本柱から構成されている良いプログラムである。

特に、業務に対して「どのような意識、態度でどのように臨むか」という点は重要で、この点

を強く意識してほしい。 

・ 当社は 2005 年に 1 名の奨学生、2006 年に 2 名の奨学生を出しており、今後も基本的に継続し

ていきたい。今年、卒業した 1 人目の奨学生がどのように技術レベルを上げたかという定量的

把握はまだできていないが、本人は当社でもよくやっていると評価されている。卒業後、半年

後程度に何らかの技術評価を行うことがよいと思うが、ITTC でもそのような仕組みを考えるべ



 

きだ。当社でもそのような仕組みを持っているが、ノウハウを部分的に共有することも可能だ。 

・ ITTC の事務処理・組織運営には問題が多い。奨学金を出すという契約（または覚書）に係わる

ITTC 側の意識、手続き、コミュニケーションに問題があり、書類のやり取りの繰り返しで当社

社長が 3 回も同じような書類に署名をして送付するといった事態が起こった。マーケティング

担当の女性スタッフが最近、辞任したが、その事実を奨学金提供企業は知らされず、誰がどの

ような形で業務を引き継ぐかという点についても曖昧な答えしか返ってこなかった。産業連携

が重要な要素であるプロジェクトだけに、この点での組織体制の整備・強化が必要だ。 

・ ITTC（UPSITF）が開催する IT ユースコングレスもフィリピン全土からの参加者があり、IT 関

連学生と企業とのコンタクトをつくり相互理解を深める、という点で有意義なイベントだ。し

かし、その運営はきちんと組織化されたものとは言いがたく、ロジスティックスや安全管理等

を含めて改善余地が大きい。当社も参加したが、会社概要の事前準備・配布などについて主催

者側の準備・配慮が明らかに不足していた。 

・ ITTC の受講料を企業からの奨学金として考えた場合、それほど高いわけでもなくリーゾナブル

だと思う。 

・ ITTC の研修における講師派遣はこれまでやっていないが、カリキュラムの中での位置付けやテ

ーマをはっきりと絞れば 1 日程度の短期の（無料）派遣は可能である。たとえば、各種言語を

業務上、利用する際の留意事項、プロフェッショナルとしての態度、リーダーシップとは何か、

といったテーマであれば十分対応可能だ。 

 

（2）NEC テレコム・ソフトウェア・フィリピン（Ms. Gina T. Alonso*, Assistant Senior Manager, Human 

Resources & Admin. Department：6 月 30 日（金）14:00‐15:00） 

・ UP-ITTC についてはカロ所長からの手紙で存在を知った。会社首脳と協議の上、奨学生募集に

応じた。 

・ UP-ITTC の存在意義とプログラムの有効性は高い。特に、フルタイムコースの一層の充実に期

待している。 

・ 今年 6 月にマニラで 9 名の新入社員が入った。全員、UP、デラサール、アテネオ等の一流校の

出身者だが、UP-ITTC 卒業生のみが通常 3～4 ヶ月かかるセブでの新人研修を免除されて即戦力

としてプロジェクトに投入された。 

・ 奨学生の選定に関するプロセスやタイミングを改善する必要がある。奨学生選定に関して、公

式の面接等は用意されておらず、非公式に該当学生と会いに行く等の手順を踏んだ。合格者が

わかった時点で、早急に企業にリストや CV を送付して面接スケジュール・手順を固める等の手

続き改善を望む。 

・ ITTC からのアクセス、連絡等についても組織としての一貫性を整備してほしい。最近、辞任し

たこれまでのマーケティング担当者はかなりの頻度で電話をしてくれて、それはそれでよかっ

たが、彼女がいなくなったから連絡がめったに来なくなるというような状況では困る。（実際、

困った） 

・ UP-ITTC が将来、セブでも研修を拡大するようであれば歓迎する。セブの IT パークには当社を

含めて日系企業が何社かあり高度な IT 技術者需要は強い。 

 

 



 

（3）富士通フィリピン（Mr. Shigeo Tsubotani, Chairman,  Mr. Atsuhiro Miki, Marketing Director：

6 月 30 日（金）16:00‐17:00） 

・ 当社は 2005 年、2006 年に 5 名ずつの奨学生枠を提供し、ITTC 諮問委員会や UPSITF 理事にも名

前を連ねる等、本プロジェクトに全面的に協力している。プロジェクトの立ち上げについては

総じて「それなりによくやっている」という印象だ。 

・ 昨年の 5名の卒業生に関しては良い評判を聞いているものの、彼らの IT 技術がどの程度、向上

したかという定量的評価にはまだしばらく時間がかかる。 

・ 年間 80,000 ペソという受講料は大学新卒者には高すぎる。修士課程科目の単位認定を認めるな

どのインセンティブを与えないと良い受講生が来ない心配がある。 

・ 当社の新入社員は月間 15,000～20,000 ペソの給与であり、80,000 ペソの受講料は 4～6 か月分

の給与に値する。当社奨学生は 3年間の勤務継続を条件としている。 

・ 日系企業を始めとする産業界が望むスキルを身につけた人材を企業が喜んで就職させるという

サイクルをつくることが重要だ。その点で、日本語研修にもっと力を入れてほしい。 

・ 発音やビジネス日本語に関して日本人のネイティブの講師の役割は大きく、JICA が JOCV やボ

ランティアの利用を含めあらゆる形態の投入ができるように頑張ってほしい。PC やインターネ

ット環境を利用した効果的な日本語教育を進めて、それを ITTC 以外の層に拡大、適用すること

も考えたらどうか。 

・ フィリピンに進出し始めている下請け日系企業（中小企業）等に良い人材はなかなか来ないが、

日本語がしっかりできて、IT 環境の設定ができるような人材が出れば引く手あまただ。 

・ トロン技術者は日本でも不足しており、UP-ITTC でトロンを利用したエンベデッド・システム

の研修を行うことは大きな意味がある。日本の家電、自動車メーカーでもこの手の人材は不足

しており、フィリピン国内だけでなく日本でも採用したい人材となるだろう。このような人材

を育成できるとなれば大手の家電、自動車メーカーからも寄付金や奨学金が出てきておかしく

ない。 

・ UP にある JICA-Net 設備を利用して、日本の IT 市場に関する講義やセミナーを行うことも重要

だ。 

・ 「フルタイムコース」という名称は便宜的ではあるが、あれだけの質と量を求めるコースに対

してその名前はもったいない（受講生がかわいそう）。もっとアピールできる良い名前をつくっ

て立派な資格にすることが必要ではないか。 

 

（筆者所感） 

・ UP-ITTC に対する日系 IT 企業のニーズと期待は極めて高い。卒業生の IT 技術の向上に係わる

 定量的評価は出ていないが、卒業生の評判はおおむね良いと判断できる。現時点で、UP-ITTC

 との連携、協力は順調に進んでいるが、一層の協力を得るためのコミュニケーションと連携の

 強化が欠かせない。特に、ITTC の内部管理能力、対企業コミュニケーション能力を組織全体と

 して高めることは必須であり今後、2年間のプロジェクト期間中の重要課題となろう。 

 

 

 



 

III. その他関係機関 
(1)PhilNITS（Ms. Corazon Akol, President,  Mr. Shinichiro Kato, Vice President： 

6 月 30 日（金）9:00-10:00） 

・ UP-ITTC とは良い関係、協働作業を行っている。しかし、協力関係についての正式な覚書（MOU）

が結べていない等、ITTC の組織的なプロセス、能力には問題がある。当方から何度も MOU の書

類交換についてドラフトを送付したにも係わらず現時点まで良い結果は得られていない。プロ

フェッショナルとしての、しっかりとした管理・組織能力を形成するべきだ。 

・ 諮問委員会の開催時期が適切でなく、今年度の活動のレビューと反省を次年度計画に反映でき

る体制になっていない。前年度の実績、評価、改善見通し等を網羅した年度計画を予め立てて、

それを諮問委員会で議論するプロセスが必要だ。このようなプロセスを取ることで、産業界の

声をより適切に反映することができるようになる。 

・ PhilNITS の合格率が低いことは問題だし、それ以前に PhilNITS 関係者がカリキュラム・ワー

キンググループにも入っていないことが問題ではないか。ITTC の入学試験（適正試験）には

PhilNITS も利用するとの話があったはずだが、実際には単なる適正テストのようだ。PhilNITS

合格率を研修後の数値目標とするならば、入学前段階でも利用すべきで、PhilNITS 受験を必須

とすべきだ。 

・ IT ユースコングレスは良いイベントだが、大多数の日系企業に事前の適切な通知や参加要請が

出されないのはどういう理由か理解できない。PhilNITS にも声がかからないし、その結果、当

然、参加していない。日系企業が ITTC にとって最重要の顧客であることは明らかで、それら企

業に対する適切なコミュニケーションとマーケティングをもっと強化すべきではないか。 

 

Ⅳ.  フィリピン側評価チームとの面談等 

(1)7 月 4 日（火）10:00-15:00 CSRC Conference Room 

・ 添付の”Major Issues for Discussions”を元に打合せをおこなった。 

・ フルタイムコースは現在、75 名の生徒に対し 4名のインストラクターで運営している。この数

字は妥当な人数と考えられるため、PDM 上の「10 名のフルタイムコースのインストラクター」

という表現は見直し、4名とする。 

・ プライマリカウンターパートはフルタイムコースのインストラクターと同じものを指す。 

・ 4 年間で 200 名のフルタイムコース参加者とする。 

・ フィリピン大学学長が 100 周年記念（2008 年）事業として Fort Bonifacio （マニラ中心部）

に UPITTC のサテライトキャンパスを開設する計画を持っている。（フィリピン大学） 

・ 次々回 JCC までに財務中期計画の案を作成し、提示することとする。 

 

(2)7 月 5 日（水）10:00-15:00 CSRC Conference Room 

・ 引き続き添付の”Major Issues for Discussions”を元に打合せをおこなった。 

・ パートタイムコース参加者はスペシャルセミナー参加者分を除き、4年間で 1500 名とする。 

・ スペシャルセミナーは「プロジェクト理解者を増やすための活動」と位置づける。 

・ PhilNITS の合格率目標については、具体的数値として（例えば受験者の 50%等）提示した方が

明確となるものの、合格率の変動が激しく、また、あまり高い目標を提示できない現状から鑑

みると既存の表現のままとする。 



 

・ 民間講師の活用率については、現状の 25%という数値の根拠が明確でなく、また、これまで努

力してきたものの謝金が十分でない等の理由から実現できていない経緯があるため、引き続き

努力事項とするものの、明確な数値目標は記述しない。 

・ 上位目標にある 400 名のフルタイムコース卒業生との記述は残す。この数字はサテライトキャ

ンパスの開設等を前提とした数字であるが、サテライトキャンパスの計画については具体化し

た段階で協議することとする。 

・ インターンシップは企業側から不要と指摘されており、削除する。 

 

Ⅴ.  会議議事録 

(1) 7 月 6 日（木）9:00-12:00 Joint Coordinating Committee, Advisory Board Meeting 

・ まず、プロジェクト側からこれまでの活動概要の説明があり、その後、自由討議となった。 

・ 卒業生は IT のレベルは高く満足できているが、日本語のレベルが低い。 

 → 昨年は遅刻者が多かったが、今年は少ない。また、奨学金を与える学生を決定するのを 1

 学期間遅らせ、日本語を含む成績を見て判断できるようにするなど努力もしている。 

・ 求められる日本語のレベルは日本語検定の２級である。教えているのは３級程度まで、実際の

学生のレベルは４級程度なので更なる努力が必要。 

・ エンベデッドシステムはニーズも高く、期待している。 

・ 財政面のサステイナビリティが重要である。対象が日本企業だけであれば限られた市場となっ

てしまうため、日本だけでなく、アメリカ等を視野に入れることはできないのか。 

 → プロジェクトの目的から難しい。技術者を輸出することも考えれば十分なニーズを確保で

 きると考えられる。 

 → 日本の企業はまだ評価の最中だが、日本企業に高い評価を得れば、より強力なサポートを

 得ることも可能と考えられる。 

・ 財政面の自立をどのようにおこなっていくか。 

 → IT の機材の寿命は短く、それを意識して計画を立てる必要がある 

 → フルタイムコースの受講生数は 75 人で、これを増やさないと安定した運営にならないの

 では。 

 → 積極的なプロモーションをおこない、価値を認めてもらうことが大切。 

・ コースを受講することのメリットを高める必要がある。 

 → UP-ITTC のコースは UP の Computer Science の修士課程で単位認定されている。今後は他

 大学でも単位認定される事例は増えていくだろう。 
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評価グリッド  フィリピン IT人材育成プロジェクト中間評価調査 
 

評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 情報源 データ収集方法 

妥当性 フィリピンの国家計画

との整合性 
国家計画の中でどのように位置づけられる

か 
フィリピン開発政策、人材育成・教育政策、

IT産業振興政策 
国家開発計画、長期 IT戦略  資料レビュー 

 ターゲットグループの設定及びニーズ把握

は適切かつ十分か 
企業、産業界の認識 
受講者の認識 
専門家・CPの認識 
 

IT企業経営・管理者 
過去のニーズ調査 
受講者アンケート 
専門家・C/P 
 

資料レビュー 
聞き取り調査 
質問票 
 

 ターゲットグループのニーズは高いか 受講者の認識 
フィリピン大学生の認識 
企業、産業界の認識 
類似研修機関の活動 

過去のニーズ調査 
申込者数・受講者数データ 
受講者アンケート 
類似研修機関データ 
 

資料レビュー 
聞き取り調査 
質問票 

 ターゲットグループ以外への波及効果はあ

るか 
一般市民の認識 
地方のニーズ 

フィリピン側関係者 聞き取り調査 

 

裨益者のニーズとの整

合性 

事業実施機関の選定は適切か 
 

フィリピン政府機関の情報 
専門家報告書 
JCC討議内容 

フィリピン政府機関資料 
プロジェクト関係者 
四半期・事業進捗報告書等 

資料レビュー 
聞き取り調査 

 対フィリピン援助政策等との整合性 日本の対フィリピン援助政策 外務省国別援助計画 
JICA国別事業実施計画 

資料レビュー 

 

日本の援助事業として

の妥当性   
日本の同様の技術支援の実績、日本の経験

の有用性 
 

日本の技術協力実績 JICA資料 
 

資料レビュー 

 その他 他ドナーの類似事業との連携・デマケは明

確に示されているか 
他ドナー活動内容 他ドナー事業関連資料 資料レビュー 

聞き取り調査 
プロジェクト目標は達成されるか プロジェクトに係わる数量データ プロジェクトデータ 

 
資料レビュー 有効性 アウトプットの達成 

プロジェクト目標は成果によって引き起こ

される効果となっているか 
各コース活動実績 プロジェクト関係者 

専門家報告書 
資料レビュー 
聞き取り調査 
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評価設問 ５項目 
 大項目 小項目 

必要なデータ 情報源 データ収集方法 

有効性 応募者数・受講者数は増加しているか コース開催数の推移 
各コース応募者数・受講者数の推移 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 

資料レビュー 
聞き取り調査 
 

 受講者の満足度は高いか   各コース受講者の感想・満足度合い 
専門家・CPの認識 
 

受講者アンケート 
専門家・C/P 

質問票 
聞き取り調査 

 受講者の IT知識と実践的スキルは向上し

たか 
受講者の認識 
受講企業・産業界の認識 
専門家・CPの認識 

受講者アンケート 
産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

質問票 
聞き取り調査 

 

フィリピン IT人材育成へ

の貢献 

産業界での評判は高いか 
 

産業界・企業の認識 産業団体（商工会議所） 
企業経営者 

質問票 
聞き取り調査 

 コース運営に係わるカリキュラム、テキス

ト、シラバス、教材、ケース等の知的資産

の整備は進んだか 

カリキュラム、テキスト等作成実績 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 

目標達成に貢献した要因 

カウンターパートの各コース運営能力は

向上したか  
技術移転を受けたC/P数・割合 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

  施設や機材は適切に利用されたか 施設利用状況 
利用した機材の種類と頻度 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

  広報活動は十分に行われたか 
 

広報活動実績 
産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

ウェブサイト、広告・ニュースレター

産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

  その他の要因の影響はあるか 産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

質問票 
聞き取り調査 

 専門家・カウンターパートの異動や辞任が

影響した度合いは 
離職件数・離職理由データ 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家報告書 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 ITTCは十分な予算を得られたか 各年度予算、収支報告 
専門家・CPの認識 

ITTC財務データ 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 

目標達成を阻害した要因 

その他の要因の影響はあるか 産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

産業団体・企業経営者 
専門家・CP 
 

質問票 
聞き取り調査 
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評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 情報源 データ収集方法 

長期専門家の派遣人数、専門分野、派遣時期

は適切か 
派遣実績データ 
専門家の実績 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 
各種報告書 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

効率性 

短期専門家の派遣人数、専門分野、派遣時期

は適切か 
派遣実績データ 
専門家の実績 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 
各種報告書 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 

日本側の投入の量・質・

タイミングの適切さ 

研修員受入れ人数、分野、研修内容、研修期

間、受入れ時期は適切か 
研修員受入れ実績データ 
専門家・CPの認識 

研修員受入れデータ 
受入機関報告書 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

  建物・施設の質、規模、利便性に問題はない

か 
建物・施設の現状 
受講者の認識 
専門家・CPの認識 

受講者アンケート 
専門家・CP 
 

直接観察 
資料レビュー 
聞き取り調査 

  供与機材の種類、量、設置時期は適切か 機材配置状況 
機材利用状況 
専門家・CPの認識 

機材リスト・利用報告 
専門家・CP 

直接観察 
質問票 
聞き取り調査 

  プロジェクトの予算は適正規模か 年度別予算・収支報告 
UP側コスト負担の実績データ 
専門家・CPの認識 

ITTC財務データ 
UP側予算・決算データ 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 フィリピン側の投入の適

切さ 
C/Pの人数、配置状況、能力は適切か CP配置状況 

CPの実績 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 
各種報告書 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

  所長、講師、スタッフの配置は適切か 
 

所長・講師・スタッフ配置状況 
専門家・CPの認識 

講師配置実績表 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

  フィリピン人講師のリクルート、育成のため

の方法は適切か 
リクルート方法・講師育成方法 
フィリピン人講師実績 
専門家・CPの認識 

各種報告書 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 プロジェクト支援体制の

適切さ 
JCCは適切に機能したか JCC開催実績・討議内容 

専門家・CPの認識 
JCC議事録 
専門家・CP 

資料レビュー 
聞き取り調査 

  ITTC内ミーティングは定期的に行われたか 会議開催実績 
専門家・CPの認識 

各種報告書 
専門家・CP 

資料レビュー 
聞き取り調査 

  日本人専門家とフィリピン側C/P、講師の間

での理解は高まったか 
会議での討議内容 
連絡方法 

各種報告書 
専門家・CP 

資料レビュー 
聞き取り調査 
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評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 情報源 データ収集方法 

総投入コストは妥当か 総投入コスト 
 

プロジェクトデータ 
 

資料レビュー 
聞き取り調査 

効率性 プロジェクト実施コスト 

１回のコース/セミナー実施に係るユニット･

コストは妥当か 
コース/セミナーのユニットコスト 
 

プロジェクトデータ 
 

資料レビュー 
聞き取り調査 

 効率性を阻害した要因 その他の阻害要因 専門家・CPの認識 専門家・CP 質問票 
聞き取り調査 

インパクト 上位目標はプロジェクト終了後3-7年に達成

されるレベルに設定されているか 
産業界の意見 
専門家・CPの認識 

産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

質問票 
聞き取り調査 
 

 

上位目標の達成の見込み 

上位目標に至るまでの外部条件は満たされ

る可能性が高いか 
フィリピン政府方針 
産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

政府関係機関資料 
産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 経済面への波及効果 受講者の IT知識・スキルの向上が IT産業界・

企業の業績向上に貢献しているか 
 

ITセクターの経済・財務指標 
産業界・企業の認識 

ITセクター統計 
受講企業経営者 
産業団体関係者 

資料レビュー 
聞き取り調査 

 社会面への波及効果 
 

ITTCの活動により、日本への理解・関心が

高まったか 
 

受講者の認識 
産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

受講者アンケート 
産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

資料レビュー 
聞き取り調査 
 

 他の類似機関、大学等への正負の影響がある

か 
類似研修機関・大学の活動状況 
専門家・CPの認識 

類似研修機関・大学 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 

その他の波及効果 

当初予想しなかった正負の影響はあるか 
 

予想外のインパクト事例 
産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

聞き取り調査 
質問票 

 プロジェクトの貢献度 他の類似機関とのデマケ、相乗効果はあった

か 
 

類似研修機関の役割 
産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

類似研修機関 
産業団体・企業経営者 
専門家・CP 

質問票 
聞き取り調査 

ITTCのビジョン、位置づけは明確か ITTCビジョンとUP内の位置づけ 
産業界・企業の認識 
専門家・CPの認識 

UP資料・ITTC事業計画 
専門家・CP 
JICA事務所 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 
 

自立発展性 制度面 

関係省庁の支援は継続して受けられるか フィリピン政府の支援の継続性 
関係機関との連携状況 
専門家・CPの認識 

UP側関係者 
専門家・CPの認識 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 
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評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 情報源 データ収集方法 

自立発展性 適切な人員配置は計画されているか 人員配置計画・定着状況 
人員育成計画 
労務管理の状況 

組織図・就業規則等 
人員配置実績 
各種報告書 

聞き取り調査 
資料レビュー 
質問票 

 運営管理能力は備わっているか   運営管理計画 
専門家・CPの認識 

組織・運営規約 
専門家・CP 

聞き取り調査 
資料レビュー 
質問票 

 

組織面 

活動が円滑に行われ事業として継続する体

制が構築されているか 
 

専門家・CPの認識 専門家・CP 質問票 
聞き取り調査 
 

  ITTC及び各コースの事業計画は策定されて

いるか 
事業計画表 
コース運営計画表 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
ITTC事業計画 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 財政面 財務状況は良好か ITTC財務データ 
専門家・CPの認識 

ITTC財務諸表 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 自主財源確保の取り組みは順調か 自己収入額・費用回収率 
専門家・CPの認識 

ITTC財務データ・UP関係者 
専門家・CP 

資料レビュー 
質問票 
聞き取り調査 

 

 

産業界（比・日）の財政面での支援は期待で

きるか 
産業界・企業の認識 産業団体・企業経営者 質問票 

聞き取り調査 
 技術面 技術移転した C/P は定着すると期待できる

か 
CP定着状況 
専門家・CPの認識 

プロジェクトデータ 
専門家・CP 

聞き取り調査 
 

  フィリピン側スタッフだけでコース運営が

できるようになるか 
人事計画 
事業計画 
専門家・CPの認識 

ITTC事業計画 
各種報告書 
専門家・CP 

聞き取り調査 
資料レビュー 
質問票 

  教材その他の知的資産は量的に増加、質的に

向上しているか 
教材類作成実績 
専門家・CPの認識 

ITTC教材 
専門家・CP 

聞き取り調査 

  他機関や産業界（比・日）の技術・運営面で

の支援は期待できるか 
産業界・企業の認識 
他機関（PhilNITS）の認識 
専門家・CPの認識 

産業団体・企業経営者 
PhilNITS 
専門家・CP 

質問票 
聞き取り調査 
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Mid-term Evaluation of Information Technology Human Resource Development Project 

in the Republic of the Philippines 

Questionnaire for Counterpart (C/P) Personnel 

 
Dear Madam/Sir, 
 
This is a questionnaire for the mid-term evaluation of the Japanese Technical Cooperation for " Information Technology Human 
Resource Development Project in the Republic of the Philippines " by UP/JICA.  The Project, with the purpose of providing IT 
course graduates of university/college and IT engineers with the appropriate IT training courses to enhance their skills and 
knowledge to meet the industry needs, started in July 2004 for the duration of four years to June 2008.  Since the Project period has 
reached a mid-point, JICA has decided to evaluate the performance and achievements of the Project and improve / modify the design 
of the Project when necessary.  The Philippine and Japanese evaluation team will conduct the evaluation jointly. 
 
This questionnaire consists of the following two parts. 
 
PartⅠ: Questions for implementation process up to now 

This part is mainly focused in Mid-term evaluation. 
 
PartⅡ: Questions regarding the five evaluation criteria, i.e. Relevance, Effectiveness, Efficiency, Impact and Sustainability 

Although it is a little too early to go into the details of those criteria in Mid-term evaluation, Relevance and Sustainability 
are preferably discussed. 

 
This questionnaire is designed to be responded by every C/P personnel as individual, so please answer the questions based on your 
own view or opinion.  Fill in the questionnaire by ticking boxes and giving details as instructed.  Please make answers as specific 
and concrete as possible.  You may skip some questions if they require information difficult to disclose for secrecy reasons, or 
irrelevant to your activities in the Project. 
 
It would be highly appreciated if the filled-in questionnaire could be returned to JICA consultant. 
 
Thank you for your cooperation.  

JICA Evaluation Team 

 

Name of Organization and Position  

Name of Respondent  

Your Field in the Project  

 

Ⅰ．Implementation Process 

1) Do you think that the administration of the organization is established enough? 
 □ Yes, very much     □ Yes , but not much     □ No     □ Other 

Please provide the reasons/suggestions 
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2) Do you think that you can understand the Project purposes and your role wholly and detailedly? 
 □ Yes, very much     □ Yes , but not much     □ No     □ Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3) Do you think that you have changed the awareness and action through the Project activity? 
 □ Yes, very much     □ Yes , but not much     □ No     □ Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4) Do you think that the technical transfer from Japanese short-term expert was needed and suitable? 
 □ Yes, very much     □ Yes , but not much     □ No     □ Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．Five Evaluation Criteria 

1. Questions about Relevance 

1) Do you think that the Project is consistent with the needs of the Philippine IT industry?  
 □ Yes, very much     □ Yes , but not much     □ No     □ Other 

Please provide the reasons/suggestions 
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2. Questions about Effectiveness 

1) Do you think that the Project as a whole is going to achieve its purpose, "The Project aims to provide IT 

course graduates of universities/college and IT engineers with the appropriate IT training courses to enhance 

their skills and knowledge to meet the industry needs"?  Please provide comments about the current Project 

implementation such as course structure, syllabi, class size, language (Japanese) training, and PhilNITS 

examination. 
 □ Yes, very much     □ Yes , to some extent     □No     □Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2) In your field, do you think that your technical / managerial capability will become good enough to achieve the 

Project Purpose by the end of the project period? 
 □ Yes, very much     □ Yes, to some extent     □No     □Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3) Do you think that the current “Project purpose” and “Overall goal” are still valid after two-year Project’s 

implementation?  Do you think that “Objectively verifiable indicators” for project purpose and overall goal 

are still valid?   When you feel any necessities for modifying objectively verifiable indicators, why do you 

feel so and how should they be changed? 
 □ Yes, very much     □ Yes, to some extent     □No     □Other 

Please provide the reasons/suggestions 
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3. Questions about Efficiency 

1) Do you think that your communication with Japanese Experts has been good and frequent enough? 
 □ Good enough    □ Relatively good    □ Not so good     □ Bad    □ Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2) Has Japanese Experts’ approach/method of technology transfer been appropriate? 
 □ Very appropriate     □ Appropriate    □ Not appropriate     □Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3) Do you think that the number, technical capability, and management ability of Japanese Experts (both 

long-term and short-term) have been good enough for technology transfer? 
 □ Good enough    □ Relatively good    □ Not so good     □ Bad    □ Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4) If you received C/P training in Japan, how did you find the training in upgrading of your capability? 
 □ Excellent     □ Satisfactory    □ Not satisfactory     □ Other 
 □ Not received C/P training in Japan 

Please provide the reasons/suggestions 
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5) If you received C/P training in Japan, how have you utilized techniques/skills/knowledge that you acquired in 

Japan, in the Project after you returned? 
 □ Very much     □ A little    □ Not at all     □ Other 
 □ Not received C/P training in Japan 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6) Do you think that all the machinery and equipment were provided adequately, in terms of their type, number 

and timing?  If not, describe the problems and their reasons. 

 □ Yes          □ Yes in general, but some problems        □ No 
Please provide the reasons/details 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. Questions about Impact 

1) Do you think that the Project will contribute to the development of the Philippine IT industry?  What kind of 

improvements should the Project make in order to further contribute to promoting the Philippine IT industry?  
 □Very much     □To some extent     □No     □Other 

Please provide the reasons/suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2) Have you observed any kind of positive or negative impact of the Project, besides direct and expected effects? 
Please specify 
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5. Questions about Sustainability 

1) In your field, do you think that Philippine C/P personnel will be able to acquire enough technique/knowledge 

so that practical IT training will be effectively and efficiently provided without Japanese Experts, by the end 

of the Project period? 
Please provide the details and suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2) Do you think that UP-ITTC has enough sustainability from the financial point of views?  Do you have any 

comments/suggestions to increase the financial sustainability of UP-ITTC? 
Please provide the details and suggestions 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6. Others  

 Please provide other comments / suggestions on the Project. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Thank you very much for your kind cooperation. 
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フィリピン IT 人材育成プロジェクト中間評価調査 

長期専門家個人向け質問票 
 

 
 専門家各位 
 
 標記プロジェクトの中間評価に関する情報収集の一環として、本質問票への回答をお願いいたします。 

質問は、以下の二つの観点から構成されております。 
 
Ⅰ．これまでの実施プロセスの観点 

今回の中間評価調査の主眼はこの面にあります。 
 
Ⅱ．JICA 評価手法の 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点 

今回は中間評価であることから、この面での調査はそれほど深く行える段階にはありません。 
たがって、主として妥当性および自立発展性に関しての感触が得られれば良いと考えております。 

 
ご回答いただきました結果は、他の方法により収集した情報とともに、プロジェクトの実績・実施プロセスおよび

5 項目評価の判断材料とさせていただきたいと考えております。なお、プロジェクトとして統一的な回答を頂ける設

問や回答が困難な設問に関しては、回答を省略していただいて結構です。 
 
つきましては、ご回答を「評価分析」担当コンサルタントにお渡しいただけますと幸甚です。お忙しいところ大変、

急なお願いで恐縮ですが、ご協力いただけますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

中間評価調査団 
 

 

専門家氏名  

指導内容  

 

Ⅰ. 実施プロセスに関する質問 

1) 本プロジェクトに関し、実施機関の運営管理体制は確立されていますか？ 当初計画からの変化がある

場合や、未確立の場合は期待される改善方法もご記入ください。  
 □良好に確立     □やや確立     □未確立     □その他 
理由・改善方法 
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2) 本プロジェクトに関する短期と中長期の運営方針・事業計画が実施機関により策定されていますか？ 

確立されている場合はそれら方針・計画が有効なものかどうか、未確立の場合は策定の見通しや課題、問題

点等についてご記入ください。  
 □良好に確立     □確立途上     □確立の動きなし     □その他 
理由 
 
 
 
 
 
 
 

 

3) 担当分野の C/P は適切に配置されましたか？C/P との共同作業、技術移転を緊密に実施できましたか？

C/P とのコミュニケーションは頻度・方法・内容の観点から見て適切だったと思いますか？ 今後のプ

ロジェクト実施における、これらの点での主要な課題と改善方法は何だと思いますか？ 
 □ 適切      □ ほぼ適切     □ 不適切     □ その他 
理由・課題・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 

 

4) 本プロジェクト全体の目的、デザイン（PDM）、担当業務を C/P は完全に理解していますか？ 
 □完全に理解     □ほぼ理解     □あまり理解せず     □その他 
理由・理解が不足している点 
 
 
 
 
 
 
 

 

5) 担当分野の C/P とのプロジェクト活動を通じて、概して C/P の意識・行動に変化が見られましたか？ 
 □ 良い変化があった    □ 特に変化はなかった   □ 悪い変化があった    □  その他 
変化の内容 
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6) 担当 C/P への技術移転方式/方法は適切だったと思いますか？より一層、適切と考えられる技術移転に

するには、どのような改善方法が求められると考えますか？   
 □適切     □ほぼ適切     □不適切     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

7) 担当 C/P への技術移転に当たってどのような工夫をしましたか？  
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．５項目評価に関する質問 

1. 妥当性に関する質問 

1) 本プロジェクトのデザインは、フィリピン国（IT 産業界）や担当 C/P のニーズに合致したものでしたか？

各コースの構成、内容、受講生規模、フルタイム・コースにおける語学（日本語）教育や PhilNITS 試験

の受験（合格）と就職等の状況を踏まえてご回答ください。 
 □完全に合致     □ほぼ合致     □あまり合致せず     □その他 
理由・内容 
（プロジェクト全体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（コース別の妥当性についてコメントがあれば記述） 
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2. 有効性に関する質問 

1) プロジェクト目標の「IT 関連大学卒業生と IT 業界技術者に対して、産業界ニーズに合致したスキルと知

識を習得するための適切な IT トレーニング・コースを提供できるようになる」は達成されつつあります

か？ PDM に記された 4 つの目標達成指標である「ITTC のフルタイム講師とパートタイム講師の数と能

力」、「ITTC 卒業生（フルタイムコース）の就職状況」、「受講生と企業によるプロジェクト及び ITTC に

対する評価」、「民間 IT 技術者の ITTC 講師としての参加」に照らしてご回答ください。 
 □目標通りに達成     □ほぼ達成     □あまり達成されていない     □その他 
理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2)  プロジェクト目標の達成を阻害した（阻害しつつある）要因があるとすれば、それは何ですか？それは

どのように改善できると考えますか？  
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3)  当初、設定したプロジェクト目標と上位目標は現在も有効だと考えますか？また、それぞれの数値目標

は現在も有効ですか？数値目標を変更する必要があると考える場合は、どのような理由でどのように改

善すべきであると考えますか？  
理由・改善方法 
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3. 効率性に関する質問 

1) 専門家（長期・短期）の派遣人数、専門分野、派遣期間、派遣タイミングは技術移転のために適切でし

たか？ 本プロジェクトの実施を更に効率的にするには、専門家の派遣をどのようにすべきですか？

 □非常に適切     □ほぼ適切     □不適切     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2) 日本側供与機材の種類・量・設置時期はプロジェクトの効率的な実施のために適切でしたか？ 本プロ

ジェクトの実施を更に効率的にするには、資機材の供与をどのように行うべきですか？ 
 □非常に適切     □ほぼ適切     □不適切     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3) フィリピン大学または政府は建物、設備、資機材等の供与を適切に行っていましたか？本プロジェクト

の実施を更に効率的にするには、どのような供与が望ましいと感じられますか？  
 □非常に適切     □ほぼ適切     □不適切     □その他 
理由・改善方法 
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4) 研修員の受入人数・分野・研修内容・研修期間・受入時期は適切でしたか？ プロジェクト実施を更に

効率的にするには、研修生の受入をどのようにすべきと考えますか？ 
 □非常に適切     □ほぼ適切     □不適切     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 

 

5) ローカルコストの負担額・内容・タイミングはプロジェクトの実施のために適切でしたか？ 一層、 

効率的な実施とするには、どのような改善方法がありますか？  
 □非常に適切     □ほぼ適切     □不適切     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 

 

6) C/P の人数・配置状況（他業務との兼任状況を含む）・能力はプロジェクト実施にあたって適切でしたか？ 

一層、効率的な実施を行うには、C/P の人員配置はどのようにあるべきですか？  
 □非常に適切     □ほぼ適切     □不適切     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

7) 合同調整委員会やその他の委員会はプロジェクトの効率的な実施に役立ったと考えられますか？ 更に

プロジェクトの効率性を改善するにはこれらの委員会をどのように活用したらよいと考えますか？  
 □非常に役だった     □ほぼ役だった     □あまり役立たず     □その他 
理由・改善方法 
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8) 他機関との連携がありましたか？他機関との連携によってプロジェクトがより効率的に実施できました

か？また今後、連携することによって、より効率的に実施できると考えますか？  
 □非常に効率的になった     □やや効率的になった     □効率は変わらず 

□連携自体がなかった       □その他 
理由 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. インパクトに関する質問 

1) 本プロジェクトの実施は、受益者であるフィリピン IT 産業（日系企業を含む）の振興に貢献すると思い

ますか？ 本プロジェクトのどのような点を改善すれば IT 産業振興にさらに貢献できると考えますか？ 
 □強く思う     □やや思う     □そう思わない     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2) UP-ITTC が本プロジェクトを実施することにより、UP-ITTC と競合することによって、不利益を受ける

他の（公的）機関や民間企業がありますか？   
 □既にある     □近い将来あると思う     □当面ないと思う     □その他 
ご意見 
 
 
 
 
 
 
 

 

3) C/P の技術向上及び質・量両面での IT 人材育成以外で、本プロジェクトがもたらしたインパクトはあり

ますか？ 制度、環境、経済、社会面等において、何らかの影響があればお知らせください。 
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5. 自立発展性に関する質問 

1) 実施機関は、プロジェクト期間終了後に自力で産業界ニーズに合致する IT 人材育成プログラム提供の計

画、実施、評価、フィードバックを行うことが可能だと思われますか？ 困難である場合は、何をした

ら可能になると思われますか？ 
 □十分に可能     □ほぼ可能     □困難     □その他 
理由・ご意見 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2) 今後、自力で運営管理を行うに当たって、UP-ITTC には財務的な自立発展性があると考えられますか？

どのようにすれば、財務的な自立発展性を確保しうると思いますか？ 
 □非常にある     □ややある     □ない     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3) 移転技術は定着していますか？ 一層の定着を図るには、どのようにしたらよいですか？ 
 □良好に定着     □一部定着     □未定着     □その他 
理由・改善方法 
 
 
 
 
 
 
 

 

4) 担当分野の C/P の人員配置は今後充実される見込みですか？  
 □継続     □困難     □不明     □その他 
理由 
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5) UP-ITTC はプロジェクト終了後に機材の維持管理・更新を自主的に行いうると考えられますか？    

□ 可能     □ 不明     □ 不可能     □その他 
理由 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６. その他 

1)  その他ご意見等がありましたら記載してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ご協力どうもありがとうございました。 
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4 

 

Mid-term Evaluation of Information Technology Human Resource Development Project 

in the Republic of the Philippines (UP-ITTC) 

Questionnaire for Private Companies 

 
Dear Madam /Sir, 
 
This is a questionnaire for the mid-term evaluation of the Japanese Technical Cooperation for Information Technology Human 
Resource Development Project (UP-ITTC).  The Project, with the purpose of providing IT course graduates of university/college 
and IT engineers with the appropriate IT training courses to enhance their skills and knowledge to meet the industry needs, started in 
July 2004 for the duration of four years to June 2008.  Since the Project period has reached a mid-point, JICA has decided to 
evaluate the performance and achievements of the Project and improve / modify the design of the Project when necessary.  The 
Philippine and Japanese evaluation team will conduct the evaluation jointly. 
 
Since your company’s business areas are closely related to the activities of UP-ITTC Project and you also may have been 
contributing to UP-ITTC in many opportunities, it will be quite beneficial for us to have information on your observations and 
opinions on UP-ITTC Project, for our evaluation purposes. 
 
It would be highly appreciated if the filled-in questionnaire could be returned to JICA consultant. 
 
Thank you for your cooperation. JICA Evaluation Team 

 

 

Name of Organization  

Name of Respondent  

Title/Position of Respondent  

E-mail address of Respondent  

 

 

1. Questions about Relevance of UP-ITTC Project 

1) UP-ITTC has provided programs such as full-time training courses in application development and network 

systems, part-time training courses in various IT-related issues, and special seminars, in order to develop 

high-level, practical IT engineers.  In your opinion, are the UP-ITTC programs relevant to the needs of 

Philippine people, particularly both of IT-related university graduates and of IT industry? 

 □ Yes, very much relevant  □ Yes, to some extent relevant 

 □ No, somewhat irrelevant  □ No, not at all relevant     □ Do not know UP-ITTC 
Reasons and suggestions: 
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2) In your opinion, will UP-ITTC’s roles and responsibilities in providing high-level, practical IT training 

courses and other related programs be important in the future? 
 □ Will be more important   □ Will remain important as now   □ Will remain unimportant as now    

□ Will be less important 
Reasons and suggestions: 
 
 
 
 
 
 
 

 

3) How do you evaluate the current UP-ITTC as a high-level, practical IT training-provider? 
 □ Very satisfactory   □ Satisfactory to a certain extent □ Less satisfactory 

□ Not satisfactory at all        □ Others (                                                 ) 
Reasons and suggestions: 
 
 
 
 
 
 
 

 

4) In your opinion, which areas of IT training courses of the UP-ITTC are important and required? 
 □ Full-time Course in Application Development   □ Full-time Course in Network Systems 

□ Full-time Course in Embedded Systems        □ Full-time Course in other subject (              ) 
□ Part-time Course (subject:                                                               ) 
□ Others (                                                                             )    

Reasons and suggestions: 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2. Questions about Efficiency of UP-ITTC Project 

1) Have you made any contributions to UP-ITTC Project in such ways as donation, scholarship (including 

sending your employee as sponsored trainee), sponsoring any seminars and training programs?  If yes, 

please list such cooperation activities and give comments. 
 □Yes     □Yes, but with some conditions     □No     □Others 

Comments and suggestions: 
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2) Do you see any possibilities in the future that you will make some contributions to UP-ITTC Project in such 

ways as donation, scholarship (including sending your employee as sponsored trainee), sponsoring any 

seminars and training programs and providing lecturers and case studies? 
 □Yes, very likely     □Yes, but with some conditions     □No     □Others 

Reasons and suggestions: 
 
 
 
 
 
Ideas of possible contributions: 
 
 
 
 

 

3) Have you had any experiences of cooperation/joint activities with UP-ITTC Project in such forms as jointly 

holding seminars/training programs?  If yes, please list such cooperation activities and give comments. 
 □Yes     □Yes, but with some conditions     □No     □Others 

Comments and suggestions: 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3. Questions about Impact of UP-ITTC Project 

1) Do you think that UP-ITTC training courses have contributed to increasing IT-related knowledge and skills of 

your employees (or newly recruited entrants) ? 
 □ Yes, very much     □ Yes, to some extent      □ No       □ Other 

Reasons/comments/suggestions: 
 
 
 
 
 
Measures to be improved 
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2) Do you think that the Project’s activities will contribute to promoting the development of IT human resources 

for the promotion of the Philippine IT industry? 
 □ Yes, very much     □ Yes, to some extent      □ No       □ Other 

Reasons/comments/suggestions: 
 
 
 
 
Measures to be improved 
 
 
 

 

 

4. Questions about Sustainability of the Project 

1) What do you see the IT human resource development needs in the future? 
  □ It will keep being very strong  □ It will be strong, but in limited areas/issues 

□ It will become less important □ Other 
 

Reasons/Comments: 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5. Others 

1) Please provide any other comments and advice on UP-ITTC activities, if any. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Thank you very much for your kind cooperation. 
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Mid-term Evaluation of Information Technology Human Resource Development Project 

in the Republic of the Philippines 

 

Questionnaire for UP-ITTC graduates/trainees 

 
Dear Madam /Sir, 
 
This is a questionnaire for the mid-term evaluation of the Japanese Technical Cooperation for Information Technology Human 
Resource Development Project (UP-ITTC).  The Project, with the purpose of providing IT course graduates of university/college 
and IT engineers with the appropriate IT training courses to enhance their skills and knowledge to meet the industry needs, started in 
July 2004 for the duration of four years to June 2008.  Since the Project period has reached a mid-point, JICA has decided to 
evaluate the performance and achievements of the Project and improve / modify the design of the Project when necessary.  The 
Philippine and Japanese evaluation team will conduct the evaluation jointly. 
 
Since you may have participated in UP-ITTC trainings/programs and are also a potential client of future programs to be provided by 
UP-ITTC, it will be beneficial for us to have your observation and opinions on UP-ITTC, for our evaluation purposes. 
 
Thank you for your cooperation. 

JICA Evaluation Team 
 
Respondent Profile 

Name & Age Name:                                                      Age: 

Job Status 1. Student     2. Working in IT industry     3. Working in other private business  

4. Working at public sector     5.  Looking for a Job     6. No job, but not looking for

Name of Company  

Title/Position & Working years Title/Position:                                     Work experience (years): 

E-mail address  

Were you a sponsored/paid 

student/participant at UP-ITTC 

trainings/programs? 

1. Fully-sponsored/paid /scholar      2. Partially sponsored/paid /scholar 

3. No sponsored/paid/scholar        4. No experience of participation in UP-ITTC 

Who paid for you?   (a) Company     (b) Scholarship     (c) Other (             )

 

1) Please tick the training courses or programs you have participated in UP-ITTC. 

 □ Full-time Training Course  ( a. Application Development           b. Network Systems       ) 

 □ Part-time Training Course  (please specify the course name                                ) 

 □ Special Seminar and Others  (please specify                                            ) 

 □ None 

 

2) Please tick the training courses or programs you would like to participate in UP-ITTC in the near future. 

 □ Full-time Training Course ( a. Application Development           b. Network Systems        ) 

 □ Part-time Training Course (please specify the course name                                 ) 

 □ Special Seminar and Others (please specify                                             ) 

 □ None 
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3) If you have participated in any trainings or programs of UP-ITTC, were you satisfied with them?  Tick an 

appropriate box and give reasons for each program you participated in. 

 i)  Full-time Training Course ( a. Application Development           b. Network Systems       ) 

 □ Very much satisfied    □ Satisfied    □ Unsatisfied    □ Unsatisfied at all 
Reasons 
 
 
 
 
 
 
 

 ii)  Part-time Training Course (please specify the course name                                 ) 

 □ Very much satisfied    □ Satisfied    □ Unsatisfied    □ Unsatisfied at all 
Reasons 
 
 
 
 
 
 
 

iii) Special Seminar and Others (please specify                                                ) 

 □ Very much satisfied    □ Satisfied    □ Unsatisfied    □ Unsatisfied at all 
Reasons 
 
 
 
 
 
 
 

 

4) If you have experienced any UP-ITTC “Full-time” or “Part-time” Training Courses, how do you evaluate the 

contents, methodologies, and trainers of the course?  Tick an appropriate box and give reasons for each. 

i) Topics (course title), curricula, and contents (issues learned) of the course 

 □ Very much satisfied    □ Satisfied    □ Unsatisfied    □ Unsatisfied at all 
Reasons 
 
 
 
 
 
 
Measures to be improved (Any other IT-related issues/topics that should be included in the course) 
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ii) Text books, PCs/equipment, learning materials and learning methodologies 

 □ Very much satisfied    □ Satisfied    □ Unsatisfied    □ Unsatisfied at all 
Reasons 
 
 
 
 
Measures to be improved 
 
 
 
 

 

iii) Trainers’ knowledge, presentation, and interactive communication skill 

 □ Very much satisfied    □ Satisfied    □ Unsatisfied    □ Unsatisfied at all 
Reasons 
 
 
 
 
Measures to be improved 
 
 
 
 

 

iv) Language (Japanese) class (Question only for Full-time course graduates/trainees) 

 □ Very much satisfied    □ Satisfied    □ Unsatisfied    □ Unsatisfied at all 
Reasons 
 
 
 
 
Measures to be improved (including the necessities of the language class) 
 
 
 
 

 

v) Requirement for taking PhilNITS Examination (Question only for Full-time course graduates/trainees) 

 □ Very important    □ Important    □ Less important    □ Not important at all 
Reasons 
 
 
 
 
Measures to be improved (including the necessities of taking PhilNITS Examination) 
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5) Do you think that training courses and other programs of UP-ITTC will contribute to the development of IT 

human resources for the promotion of the Philippine IT industry? 
 □ Yes, very much     □ Yes, to some extent      □ No       □ Other 

Reasons/comments/suggestions: 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6) In your opinion, will UP-ITTC’s roles and responsibilities in providing IT training and other programs to the 

Philippine people, particularly both of university graduates and of industries, be important in the future? 

 □ Will be more important   □ Will remain important as now   □ Will remain unimportant as now    

□ Will be less important 
Reasons/Comments: 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

7) Have you received any other IT training courses and related programs of other organizations by paying fees? 

 If so, please specify the training programs and services, and give your evaluation. 
 
 
 
 
 
 
 

 

8) Any other comments on UP-ITTC 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Thank you very much for your kind cooperation. 



フィリピンＩＴ人材育成プロジェクト経緯表 （2004年6月～）

年 月 日 内容

2004 6
「ＩＴ研修機関運営マネジメント及び産業界との連携」の業務内容で派遣予定だった専門家が
病気のため派遣不可となった。代理を急遽立てることになったため、当該業務内容の専門家
派遣は遅れる事となった。

2004 7 9 R/D署名。

2004 7 20
プロジェクト開始。飯島専門家（チーフアドバイザ）、林専門家（研修コース企画・開発、研修運
営）、小林専門家（業務調整）着任。派遣期間は2年。

2004 8 31
鳥屋尾専門家（ＩＴ研修機関運営マネジメント及び産業界との連携）着任。派遣期間は約1年
11ヶ月。（他の長期専門家と終了時期を合わせる）

2004 9 29
C/Pへの技術移転のための短期専門家派遣の公示を出すものの、プロポーザル提出者はな
し。期間もないことから再公示はせず、最初のC/Pへの技術移転はフィリピン人(JITSE-Phil）
によって行うことを決定。

2004 10 JITSE-PhilによるC/Pへの技術移転が行われる。

2004 11 9
本邦研修（フィリピンＩＴ研修センター）開始（～11月27日）。主受入機関は富士通ラーニングメ
ディア。研修員は、Dr. Jaime Caro、Dr. Ronald Tungol、Dr. Henry Adornaの3名。

2004 11 22 M/M署名。PDM等のプロジェクトの根幹の基本計画が合意に至る。
2005 1 20 第1回ＪＣＣ開催。
2005 1 27 教室No1用現地調達供与機材（床上げ工事、パソコン25台、サーバー他）入札。
2005 2 14 UP System IT Foundation Inc. 設立。
2005 3 18 教室No2用現地調達供与機材（パソコン25台、サーバー他）入札。
2005 4 8 ＵＰにて第1回フルタイムコース入学試験実施。83名が受験。
2005 5 上旬 プロジェクト広報用ホームページ（日本語）がJICAの公式技プロHPとして登録される。

2005 5 10
第1回短期専門家（沖縄富士通）によるC/Pへの技術移転開始（～6月13日）。ネットワーク、セ
キュリティ、アプリケーション開発、プロジェクト管理などを技術移転。

2005 5 16,17 UP及びセブにて、第2回フルタイムコース入学試験を実施。73名が受験。
2005 6 3 UP－ＩＴ研修センターの開所式。
2005 6 6 フルタイムコース第一期生38名（定員50名）の研修開始。うち、14名がスカラシップ取得。
2005 7 1 JICA畠中副理事長プロジェクトサイト訪問。

2005 7 8
運営指導調査団（東工大西崎助教授、大竹職員）派遣（～7月13日）。西崎助教授がセミナー
で講演。

2005 10 4 第2回JCC開催。
2005 10 9 PhilNITS-FE試験をフルタイムコース受講生24名が受験。合格者3名。

2005 10 13
第2回短期専門家（沖縄富士通）によるC/Pへの技術移転開始。ネットワーク、サーバ構築、
データベースなどを技術移転。

2005 10 29 パートタイムコース開始。

2005 11 6
本邦研修（ソフトウェア開発）開始（～11月19日）。主受入機関は東工大。研修員はMr. Arial
Betan、Mr. Nestor  Tiglao、Ms. Rachel Villacorta、Ms. Roselyn Santosの4名。

2005 11
フルタイムコースのスペシャリストコースが開始。受講生がアプリケーション開発コース（18
名）、ネットワークシステムコース（9名）に分かれて研修が実施される。

2005 12 2 フルタイムコース2期生向け入学試験を、ダバオを皮切りに開始。受験者17名。

2005 12 3
小林専門家（業務調整）、病気による中途帰国。急だったため後任をすぐ派遣できず、業務調
整が不在になり、飯島専門家が業務調整の業務も代行。

2005 12 4 日本語試験（JLPTレベル4）をフルタイムコース受講生24名が受験。19名が合格。
2006 1 11 ネットワーク用機材入札。
2006 2 13 尾崎専門家（ＩＴ技術／業務調整）派遣。
2006 2 17 セブにてフルタイムコース入学試験実施。7名受験。
2006 2 24 イロイロにてフルタイムコース入学試験実施。10名受験。
2006 3 3 イサベラにてフルタイムコース入学試験実施。18名受験。
2006 3 27 教室No3用現地調達供与機材（パソコン25台、他）入札。
2006 4 2 PhilNITS-FE試験をフルタイムコース受講生15名が受験。合格者2名。

2006 4 5
ロスバニョス、ディポログにてフルタイムコース入学試験実施。ロスバニョスでは1名が、ディポ
ログでは9名が受験。

2006 4 8 ディリマンにて第1回フルタイムコース入学試験実施。142名受験。

2006 4 12 日本語試験の内部模試（JLPTレベル3）をフルタイムコース受講生24名が受験。3名が合格。

2006 4 24 フルタイムコース一期生26名が卒業。就職を希望した25名全員がＩＴ業界で職を得た。

2006 4 30
第3回短期専門家（沖縄富士通）によるC/Pへの技術移転開始（～6月6日）。信頼性設計、
データベース開発、Ｗｅｂアプリケーション開発などを技術移転。

2006 5 （この頃からフィリピン無償ＶＡＴ問題が解消し始め、再開無償案件の検討が始まる）
2006 5 6 ディリマンにて第2回フルタイムコース入学試験実施。127名受験。
2006 6 5 フルタイムコース二期生75名（定員75名）が入学・研修開始。
2006 6 25 中間評価調査団派遣（～7月8日）。
2006 7 6 第3回ＪＣＣ、アドバイザリーボード開催。
2006 7 7 中間評価Ｍ／Ｍ署名。ＰＤＭの修正なども合意された。

2006 7 16
合田専門家（チーフアドバイザ・後任）、佐野峯専門家（研修コース企画・開発、研修運営・後
任）着任。

2006 7 19 飯島専門家、林専門家、任期終了により帰国。鳥屋尾専門家は1年間の任期延長。
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